
信州発！高校英語オンラインセミナー
～信州大学が求める英語“脳”力とは～

2020年12月4日（金）17:30～18:55

先着30名様 ※締め切り12月1日（火）

第Ⅰ部 17:35～18：05

ライティングの正しさと自然さのギャップ
～ 脳科学が教えてくれること ～

――― 講師 ―――
有路 憲一先生

（信州大学 学術研究院 総合人間科学系 准教授）

日時

定員

ご紹介 18：05～18：15

オンライン英語 動画・添削サービス
「スマートレクチャーコレクション」のご案内

――― 啓林館 ―――

18:25～18：40第Ⅱ部

太田 理沙先生（長野県上田高等学校教諭）

上田高校におけるライティング指導事例

――― 発表者 ―――

飯山高校におけるライティング指導事例

岩上 寿昭先生（長野県飯山高等学校教諭）

――― 発表者 ―――

18:40～18：55

お申込み頂いた後、メールにてZoomのミーティングURLを
お送りします。そちらよりご参加ください。

参加方法

17：30～17：35

――― オープニングトーク ―――

― ― 主催 ― ―

― ― 共催 ― ―

― ― 後援 ― ―

信州大学
全学教育機構（申請中）

第0部



講演者プロフィール

太田理沙 長野県上田高等学校教諭

信州大学教育学部卒業。専門は言語学。大学４年次にLeuven Katholieke

University (ベルギー)に交換留学。２０１７年より上田高校に赴任。

有路 憲一 信州大学 学術研究院 総合人間科学系 准教授
上智大学大学院 外国語学研究科修士課程修了。同博士課程や国際高等研究所
「言語の脳科学」研究員を経て、MｃGill University大学院Doctor Courseへ留学。
帰国後2004年信州大学 特任教授、2006年 信州大学 専任講師、2009年

信州大学 全学教育機構言語教育センター准教授、2015年 信州大学 総合人間学
系准教授に就任。
著書など：『言語熟達者の神経基盤』『サヴァン症候群の実態調査とその実践的価値』

『神経教育学（Neuroeducation）-神経科学と教育の“ゆるやかな”関係』
『認知神経科学から教育への冒険的試み』ほか多数

発表者プロフィール

お問合せ 宮原・望月
TEL   :03-3814-6272 / 080-3775-9143
E-mail :seminar@e-kjs.jp
Address : 東京都文京区向丘2-3-10

WEB
申込

お申し込みFAX (03-3814-2159)

お名前 （ ）・主な担当学年（ ）年

学校名 （ ）高等学校

お電話番号 （ － － ）

E‐mail （ ）

ご一緒に参加される先生の人数（ ）人
お名前 （ ）・主な担当学年（ ）年

講師の先生に事前に質問がございましたらご記入ください。
（ ）

岩上寿昭 長野県飯山高等学校教諭

早稲田大学政治経済学部卒業。大学卒業後一般企業などを経て2016年より

飯山高校講師。 2019年より現職。


